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一企若者につられ婦人会の方々も大ハッスル
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司
燃
え
る
も
の
は
現
場
で

ク
い

っ
ぽ

い

美化奉仕

集めた空き缶トラックいっぱい
5月15日の5月晴れの日，朝日

町連合青年固と婦人会ガ合同して

美化奉住活動を行いましだ。

日曜の朝8時から約 100人ガ宮

崎小学棋に集まり，宮崎海岸を中山lこ清帰し

ました。

海岸に出てみると，流木や空き缶にまじり

ボリバケツやゴム畏クツ，ナイロン袋怠ど，

沢山のゴミガ目lこつきました。

団員たちは，燃えるごみは現渇で焼却し，

空き缶怠ど燃えないごみは，袋に入れて回収

しましだガ，その量はトラックいっぱいにも

定まりましだ。もちろん，これらのゴミは私達

ガ信てだものとはかぎりません。

しかし，観光の町として再スタートを切ろ

うとしている朝日町です。訪れた人々に不快

感を抱かせるようでは，怠んにも定まりません。

美化奉仕の活動ガ主主くても，いつも美しい

郷主であってほしいものです。それが町づく

りの第一歩だと思うのです。

率的：6
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し
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みんなの広場は、みなさん

のページです。あなたの宮い

たいニと、あなたの仲間たち

ゃ友人の紹介．仲間を集めた

いときや探しもの ・売りもの

など.cんなニとでもりっこ

うです。役場広報係、までEし

どしお寄せください．

若
者
な
ら
ば
情
熱
を
も
っ
て

例
目
町
連
合
事
同
年
団
で
は
、

5
月

日
臼
に
、
美
化
事
仕
活
動
を
行
い
ま

し
た
．
そ
こ
で
今
回
は
、
昭
和
問
年

度
の
朝
日
町
連
合
背
年
団
長
と
し
て

活
山
崎
し
て
お
ら
れ
る
古
市
直
樹
さ
ん

に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

－
古
市
さ
ん
は
、
朝
日
町
山
崎
殿
町

出
身
の
お
歳
。
魚
津
工
業
高
校
の
化

学
工
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
富
山
化
学

工
業
（
富
山
）
に
入
社
、
現
在
も
勤

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

古
市
さ
ん
は
、
昭
和
日
年
に
青
年

団
に
入
団
し
、
昭
和
田
年
度
に
山
崎

校
下
青
年
団
の
事
務
局
長
を
、
日
年
度

に
は
山
崎
校
下
青
年
団
長
を
歴
任
し
、

今
年
度
か
ら
削
朝
日
町
連
合
背
年
団
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
m
H
年
団
長
を
引
き
受
け
よ
う

と
考
え
た
か
を
た
ず
ね
る
と
、「
何
ん

の
た
め
に
今
ま
で
背
年
団
を
や
っ
て

き
た
の
か
、
答
え
を
出
し
た
か
っ
た

朝日町さっき会

~ぬ胸

か
ら
」
と
の
ニ
と
。

さ
ら
に
現
仕
の
心
鳴
を
た
ず
ね
る

と、
『
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
て

い
る

う
え
に
、
近
年
は
進
学
す
る
人
が
多

く
な
り
、
卒
業
し
て
地
元
に
帰
っ

て
き
て
も
、
計
年
団

に

入

団

し

て

も

ら

え

＼

i
ノ

な
い
現
状
で
す
。

』

γ

一

ま
た
、
時
代
の
流

寸
劇
内

れ
か
今
の
来
い
人

ト

凶

一

は
、
都
会
的
と
い
う

暗
咽
旬

か
、
ク
ー
ル
で
自
分

則
，
時

本
位
な
考
え
方
を
す

．－
／
川
＼

る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
若
者
が
単
に

集
ま
っ
て
楽
し
く
過
ご
す
と
い
う
よ

り
、
地
成
に
似
ぎ
し
た
活
動
を
展
開

し
て
い
る
青
年
団
は
、
な
か
な
か
理

解
し
て
も
ら
え
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
自
分
遣
も
、
背
年
聞
の
活
動

等
に
凶
時
間
た
る
白
日
が
な
い
の
で
、

も
こ
う
し
た
凶
体
と
し
て
は
珍
ら
し

く
約
2
割
は
女
チ
会
員
で
山
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
毎
年
、
花
季
に

会
員
が
日
頃
か
ら
愛
育
し
て
い
る
サ

ツ
キ
を
展
・
一小
し
、
町
の

多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
‘
サ
ツ
キ
教
室

や
尖
門
会
を
聞
い
て
手

入
れ
や
政
府
法
を
研
究

1
4
た
り
、
参
観
に
ニ
ら

れ
た
方
々
の
相
談
に
応

ず
る
な
ど
、
サ
ツ
キ
作

リ
の
ぷ
礎
的
な
知
識
や

校
能
の
普
及
と
、

Mm首

や
資
材
な
ど
の
あ
つ
ぜ

ん
に
も
努
め
て
き
ま
し

た
さ
ら
に
、
機
関
紙
「
皐

月
」
を
刊
行
し
て
、
会
員
の
意
議
を

高
め
る
と
と
も
に
サ
ツ
キ
栽
応
の
要

点
を
記
述
し
、
多
く
の
方
々
に
配
布

し
て
物
別
蕗
ば
れ
て
い
ま
す
。

畏

子

さ

ん

智

谷

｛

U
A
歳
・
南
係
官
m
S）

J針金はいくらですか。

また．どのように納める

のですか。

答 国民年金の借金（保険

料）は. Hi ｝~ 5 .830円 （付

国民年金相談室⑥

問

強
〈
勧
誘
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。

そ
の
た
め
団
員
が
、
今
自
分
は
組

織
の
中
で
ど
う

い
う
立
場
に
い
る
の

か
、
A
F
何
を
目
的
に
ど
う
い
う
活
動

が
必
裂
な
の
か
を
自
覚
1
る
よ
う
学

符
活
動
を
強
化
し
、
真
的
リ
ー
ダ
ー

を
車
交
成
し
た

い
」
と
意
欲
的
な
言
葉

が
返
っ
て
き
た
。

ま
た
、

A
1
の
若
い
人
に
特
に
う
つ

た
え
た
い
事
を
た
ず
ね

樹

る
と
、
「
A
，
行
年
間
の
仲

回

直

聞
が
少
な
く
な
勺
て
い

年

・l

る
と
い
う
こ
と
は
、
本

合

市

当
に
淋
し
い
限
り
で
す
－

M

若
者
宇
句
ぱ
、
も
つ

四

古

と
情
熱
を
も
っ
て
生
き

ー

て

ほ

し

い

も

の

で

す

。

本
音
を
言
え
ば
、青
年
団

に
入
っ
て
ほ
し
い
の
で

す
が
、
背
年
団
に
限
ら
ず
何
ら
か
の
サ

ー
ク
ル
で
精

一
杯
活
躍
す
る
こ
と
が
青

森
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
、
生
涯
の
思
い

出
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
的
な

成
長
過
艇
と
し
て
も
重
要
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
特
川
春
め
一
時
、
何
か

に
術
品
黙
を
持
っ
て
ぶ
つ
か
っ
て
ほ
し

M
サ
欠
か
さ
ず
桁
々
し
い
山
川
介
入
を

出
し
て
い
た
だ
く
の
は
、

小
山
中
引
ほ
同

会
長
、

技
術
面
の
原
稿
は
野
沢
、

ギ

坂
、
中
山
の
各
理
事
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
き
ま
す
。

「花を語り

編
集
と
資
金
調
述
な

ど
陰
で
大
公
な
背
労
を

し
て
い
る
の
は
、

－字
以
聞
が
と
魚

住
会
外
川
で
す
。

好
き
な
サ
ツ

キ
の
た
め
と
、

会
以
遠
は
不
．
4

も

い

わ

ず

力

を
合
わ
せ
て
活

動
を
民
附
し
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で

例
目
町
合
併
加

周
年
記
念
の

一

つ
と
し
て
、
町
花
に

「
ツ
ツ

ジ
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

サ
ツ
キ
を
愛
す
る
者
に
と
っ

て
は
、
大
き
な
希
望
と
励
み

花を楽しむ」
鮮かが

合勤務先

朝日町中失農協農機具
サービスセンター

*A聖味・道楽

レコード鑑賞．

加保険料は 6.230円）て二 1 

年を 4凶に分け. 6月・ 9月・

12月・ 3J-lに3ヵ月分ま とめ

て納めることになっています。

しかし．それでは負判を重〈

感 じるので毎月集金をしてい

る町内もあります．

また. 4月に l年分をま と

めて前納することができます。

この犠合は．年率 5.5%の

割合で保険料が湖引きされま

い
も
の
で
す
」
と
の
こ
と
。

そ
こ
で
彼
の
モ

ッ
ト
ー
に
し
て
い

る
言
葉
を
聞
い
て
み
る
と
、
『
百
の

才
能
よ
り
一
つ
の
誠
意
』
と
い
う
言

葉
で
、
才
能
を
仮
り
か
ざ
す
よ
り
誠

意
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
に
よ
り
道

は
聞
け
る
か
ら
」
と
誠
実
な
彼
ら
し

い
h

音
楽
で
し
た
。

こ
ん
な
、
彼
に
も
題
味
が
あ
り
、

高
校
生
の
時
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
朝
日

岳
に
登
っ
て
い
ら
い
、
山
が
好
き
で

毎
年

一
回
以
上
は
登
っ
て

い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。

折
か
ら
花
と
綜
の
銀
行
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
引
払
達
’
u
こ
の
愛
す

る
朝
日
町
を
花
と
駄
に
あ
ふ
れ
る
美

し
い
町
に
し
た
い
と
、
日
夜
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

』
司
鎮
ま
る
と
サ
ツ
キ融制畠
圃に
花
ガ
さ
く

」
膚

4 
9 
6 

み
ん
怠
の
広
編
。

す。

・なお．留守がちの家庭や忙

しい万Lt, ffi金口座からの自

動振替を利用されたらど ヲで

しょうか。手続きは簡単です。

わざわざ現金をも って役場

の窓口や取微い金倣機聞に出

むくことなく．動めや用事に．

安心して外出することができ

ます。

一一一一一一一一一一一一

婦
人
労
働
信
座

パ
l
ト

6
_J 

長
時
間
の
労
働

一

は
、
疲
労
に
よ
り

一

能
率
を
低
下
さ
せ

一

る
ば
か
り
で
な
く
．
一

健
康
管
理
の
薗
か

一

ら
も
好
ま
し
い
も

一

の
と
は
い
え
ず
、

「

必
要
最
少
阪
に
と

ど
め
る
べ
き
で
す
・

特
に
女
性
の
場

合
、
生
理
的
に
長

時
間
労
働
に
よ
る
悪
影
響
を
考
慮

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ
り

ま
す
。労

動
基
準
法
で
は
、
労
働
時
間

は
男
女
と
も
原
則
と
し
て

1
日
8

時
間
、

1
週
間
に
時
時
間
以
内
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
に

は
、
労
使
協
定
（
拘
協
定
）
を
結

ぶ
必
婆
が
あ
り
、
こ
の
場
合
で
も

女
性
に
つ
い
て
は
1
B
2
時
間
、

「時間外労働の制限

と

休日労働の禁止J

一

l
迎
間
6
時
間
、

l
年
削
時
間
を

一

一
館
、
え
る
時
間
外
労
働
を
さ
せ
て
は

一

一
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

一

た
だ
し
、

例
外
と
し
て
決
算
の

一

…
た
め
の
仕
必
寺
に
つ
い
て
は
．

2

一

一
週
間
に
は
時
間
以
内
の
時
間
外
労

一

一
働
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

一

ま
た
、
・
女

f
の
休
日
労
働
は
然

一

一
比
さ
れ
て
い
ま
す
ω

ど
う
し
て
も

一

一
休
日
に
労
働
さ
せ
る
必
裂
が
あ
る

一

一
場
人
け
は
、
あ
・
句
か
じ
め
他
の
労
働

一

一
日
を
休
日
に
似
リ
伴
え
な
け
れ
ば

一

一
な
リ
ま
せ
ん
。

一

一
’i

’

？

を

回

一
…
’
L
・田

中h

ニ

ん

…

・

－
一
J
S
r

・－．，
b
a

4

ac

h

e

一
・

’・

し

り

カ

・

－

E

・

為
＝

p
h

介

b
や

・

’

一
一

、
‘
・
・

紛

で

わ

一一

ι

一

、

．．
 ，
b
s

た

さ

一－

一
一

A
V
－
－

ん
な
の

H

’

a

一

同J

’
’
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E
明

’

一
一

b
h
』
、

か

ら

臆

川

二

『
一
－

1

d
，

ゃ

な

の

さ

・

日

一
一

｝

1

1

わ

方

た

だ

一

ん

一
一

ト
レ

さ

の

な

く

一
一

A
M町

の

身

あ

て

一

一

団
一

E
－

内
山
山
。
せ
一

一

目一

a
G

町

内

す

ら

一

一
…

i

l

町

で

知

…

一

j白高校を卒業し．然部の会社1.：勤

めていましたが．父がいないので家

の用事ができるようにと．町内で仕

棋をきがし．中央農協に入リました。

仕事Ii，国道沿いの農機具センタ

ーで$務と農機具の部品管埋を~11.当

しています．途中でほうり:ilさず．
松後まできちんとするように努めて

います。

今~Ii. ぜひ旅行に行きたいと思

っています。特にj毎や2をのiなんだ問

1111あたリがいいて’すね。

川級生の聞でずいぶんと結絡して

いる人が多くなり．心配になってき

ました。やさしくてたよりがいのあ

る人。ぷ能人で宮う なら.lム附瞬

みたいな人がいいて’すね。

ドライブ

＊家族織成

母 ・妹 ・組父

－
み
ん
怠
の
広
場
＠
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関
年
度
事
業
決
ま

朝
日
町
体
育
協
ふ

朝
日
町
体
育
協
会
の
総
会
が
、

4

月

M
日
（
日
）
に
町
…仙
紙
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
昭
和
町
年
度
の
事
業

報
告
が
さ
れ
た
あ
と
、
回
年
度
の
新

役
員
と
事
業
計
画
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
の
席
で
体
育
協
会
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
多
年
に
わ
た
っ

て
町
の
ス
ポ
ー
ツ
保
興
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
顕
青
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
凶
名
の
万
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た。

事
業
計
画

5
・日

5
・
n

朝
関
野
球
大
会
開
会

町
民
軟
式
庭
球
大
会

町
民
単
球
大
会

町
民
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

作

0

・F
3

6
・山口

夜
空
に
友
情
の
灯
を

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー

講
習
会
に
参
加
を

6
月

8
8
1
6
月
叩
日

午
後
7
時
泊
分

朝
日
町
民
総
合
体
育
館

成
人
男
女

－

期

日

・

時

間

・
場

所

・

対

象

・
刈
，

hO

一
義
一
計
画
と
・4

中
備
・
テ
ン
ト
設
常

置

ソ

ァ

イ

ヤ

！

の

持

3

一校
一
テ
ン
ト
設
常

・
7

7
イ
ヤ
｜

一笑
一
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

申
込
み
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
町
教

育
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ー／／
ーコ

－，」ん

7
・
4

町
内
対
抗
ソ
フ
ト
大
会

7
・
叩
町
民
硬
式
起
球
大
会

8
・
7
町
民
野
球
大
会

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

8
－

m
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

叩
・
夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
日
は
未
定
）

日・

6

町
氏
駅
伝
大
会

H
－

m
夜
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

u－
U
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
民
ビ

l
チ
パ
レ
｜
大
会

町
民
柔
道
大
会

2
・
5
町
民
ス
キ

l
大
会

3
・
H
町
民
バ
ス
ケ

ッ
ト
大
会

新
年
度
役
員

会

長
副

会

長

安
正
（
山

崎

）

笑
（泊
三
区）

備廃

備
は
、
食
物
を
か
む
、
発
言
を
助

け
る
、
制
か
た
ち
を
幣
え
る
な
ど
、

大
切
な
役
目
を
持
つ
体
の
正
慰
安
な
総

んむの

一
つ
で
す
ν

し
か
し
、

一
度
虫

備
に
な
る
と
徐
々
に
陶
の
内
部
に
向

う
て．
4
芯
化
が
進
み
、
向
然
に
治
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
巾
弘
前
に
な
ら
な
い
よ
う
九
州
立
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
れ

A

’
歯
の
お
い
た
ち
・

副

会

長

理

事

長

副
理
事
長

深

松

実

（

笹

川

）

広
図
誼
（
大
家
庄
）

村
口
消
制
（
泊
二
区
）

水

島

一

友

（

縫

）

谷

勝

由

（

山

崎

）

土
井

宏

司
（
南

保
）

前
川
日
出
雄
（
宮
崎
）

佐
々
木

一
雄
（
泊

一
区）

II ，， 
監

事

，， ，， 

表
彰
受
賞
者

竹 水

（

筏

｛｛U
円

崎

谷島

近
太
郎

一

男

i背小兵岩土大 米 河本上寺高加長

水川i部弁井 森 J主内村沢崎縦藤井

朝 i原和喜太｛呆究資；敏’~ ~＇！：良

二一作 縛雄 一 雄登男次雄義郎 正

（
笹
川
｝

（泊

一
区
）

（
泊
二
区
）

｛

H

）
 

（
泊
三
区
）

（

H

）
 

（
瓦
筒
庄
）

（南

保
）

（

H

）
 

（

H

）
 

（

H

）
 

（

山

崎

）

（
大
家
庄
）

（

｝
 

” 

朝
日
町
体
育
指
導
員
決
ま
る
」

気
軽
に
相
談
を
｜
L

ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
た
皆
さ
ん
十
乃
の

要
望
に
応
え
よ
う
と
、
町
教
育
長
員

会
で
は
、
昭
和
問
年
度
、
日
年
度
の

2
年
間
に
わ
た
勺
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の

笑
妓
指
摘
叩
や
助
言
を
し
て
い
た
だ
く

体
育
指
符
会
以
を
次
の
ト
刀
々
に
お
願

い
し
ま
し
た
＠
体
育
に
附
す
る
桁
仰

や
助
言
を
必
要
と
さ
れ
る
と
き
は
れ

併
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
り

体

育

指

導

員

i)< 長｛左水

（

筑

）

（

山

M

円
崎
）

（後

川

）

（一山

一
一臥）

見付・閉山

一

友

正

秋

’b
’
H
nJ
 

・
h
H”
田

副

司

，

徳
太
郎

総柳永鍋 ぅ~－柚 街路低 '!,r._：償内機水島魚

れれ口 Id;ti：本 1克崎似 j主山山谷ぬ端｛主

’ι
’
 

・5
7

H

白

子

俊

夫
一

雄

之

夫

三

明
竹

則
ケ
イ
子進

英

夫

・
八
ト
」
剛
均

台
田
美
子

俊

雄

7
 

義 f申

（治

一
区）

（

H

）
 

（泊
二
区
）

（

H

｝
 

（

H

）
 

（泊
三
区）

（

H

）
 

（

H

｝
 

（
九
肉
店
）

｛

H

）
 

｛
術

保

）

｛

H

）
 

｛
山

崎

）

｛

H

）
 

（
大
家
陀
）

（

H

）
 

県
内
・ーー－＇・‘

周
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
の

選
手
選
考
会
を
開
催

種

目

脂

師

小
山
字
的

（前
全
日
本
女

f
パ
レ
｜

ポ
ー
ル
監
相
H

）

織
山
樹
mt
（
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ

ン
ピ
ァ

ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

町
民
総
合
体
育
館

，、
レ

ボ

J(... 

＝・
所

母
体
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
を
も

ら
っ
て
石
灰
化
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
永
久
州
も
胎
生
3
1
4
ヵ

月
頃
に
は
茅
が
蛾
備
さ
れ
、
出
生
後

に
石
灰
化
が
始
ま
リ
ま
す
。

－
健
康
な
歯
と
食
生
活
・

耐
の
健
康
を
守
る
に
は
、
働
の
茅

が
つ
く
ら
れ
る
妊
娠
中
、
備
が
育
つ

勝
礼
則
、
虫
向
に
な
り
や
す
い
幼
児

期、

ハ
チ
京
期
の
食
生
前
が
煎
・要
で
す
。

m〉
よ
い
仰
を
つ
く
る
食
品
を
努
め
て

仰
い
取
し
て
く
だ
さ
い
。

問
〉
ぶ
ち
ゃ
ん
は
時
礼
で
。

。
お
や
つ
は
時
間
と
起
を
決
め
て
。

mv
砂
仙
聞
は
取
り
す
ド
さ
に
注
意
ω

a
’
歯
を
清
潔
に
a
’

第
一

次
選
考
会

7
月

3
8
（日）

申
込
み
締
切
り

6
月
刊
日
（
金
）

岨
場
所

字
克
明
月
中
グ
ラ
ン
ド

都
体
陸
上
競
技
会
に
兼
ね
ま
す
。

な
お
、
第
2
次
選
考
会
を
8
月
初

日
（
H
）に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
込
み

・
詳
細
に
つ
い
て
は
町
民
総

合
体
育
館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠

血
小刻ンズ、ンリ泳水6

H川
口
け

｛上
ず
か
ら
山
・
也
へ
プ
ー

ル
を
開
場
し
ま
す
の
で
、
利
別
に
あ

・

た
っ
て
は
、
が
般
の
f
d
い
よ
・ヲ
フ
ー

ル
監
悦
u
H
の
桁
γ

小
は
従
い
．
ヘ
伐
立
市
下

山
引
等
を
よ
く
守
り
、
健
康
な
体
力
づ

t
リ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う

な
お
、
ブ
｜
ル
間
政
は
、

則
間

6
月
日
日

1
9
川
H
H

（
8
Hけ
Mm
日
は
休
み
）

長
マ
川
川

γγ
品
川
円
。
主
サ

a

’rr＆賓
PD
主リ

H
F
t
i
l
H

，
｛
（

H
 

（
刊川叫吋
1
日
時
ま
で
休
み
）

例
し
、
川
悦
恥
門
小

u．
災
体
み
矧
問
中

は
、
午
前
9
時
か
ら
。

第

7
回
町
内
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期

日

7
月

4
日
（け付
）
1

参
加
費

l
チ
ー
ム

3
、
0
0
0
川

申
込
み
締
切
り

6
け
初
日
（月
）

町
民
総
へ
H

体
行
鉱

申
込
先の献霊血

4月実施分

境
地
区

水
島
節
子
、
高
桜
子
恵
、

水
島
合
宮
、

末
上
段
子
、
水
島
降

司
、
山
崎
義
郎
…

宮
崎
地
区

竹

谷

佐

絡

美

笹
川
地
区

竹
内
降
蜘
H

治
一

区

米

沢

悦

チ

泊
二
区

米
国
正
克
、
犬
凹
久
雄
、

下
沢
あ
ゆ
み
、
中
島
敬
治
、

t
寸
凶

古
典
由
美

泊
三
区

杉

回

誠

、
岩
国
事
倍
、
思
…

板
総
彦
、

筒
井
地
誠
治
、
沢
間
千
秋、

水
野
治
二
、
館
広
子
、
谷

ua上

f
、
宵
向
僑
光
闘
力
、
村
削
消
、
中
山
ぬ

止口

ιJ

五
箇
庄
地
区
丙
村
功
、
南
茂
常
人
、

大
島
断
r丁
、
水
野
由
香
回
虫
、
鍛
治

智

一
、
寺
松
成
子
、
律
問
中
均
一
、

河
村
峰
子

南
係
地
区

竹

内

洋
文
、
大
森
秀

一

郎
、
総
烏
久
広
、
谷
口
敏
勲

一
、
殿

村
恵
子

山
崎
地
区

仙
名
恒
好
、
谷
求
、
大

矩
勝
也
、
安
達
政
昭
、
中
野
克
彦
、

九
里
久
美
子
、
九
笠
子
山
中
子

大
家
庄
地
区

広
沢
敬
、
厳
凶
功
、

波
辺
行
美
、

川
端
慾
子
、
向
島
ス

エ
子
、
消
水
情
、
金
森
孝
徳
、
山

崎
美
由
紀

（
臼
名
）

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠

凋
U
寸
ハ
ヨ
ヴ
／
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菩 意 の預託
朝日町善意銀行

トI：会初祉のためにと次の ｝j々

よ から ；存.O:J".の削；＼｛；があ I）ました。

<:? t災関1.t人クラフ’I<’1・会さんよ

I) 1:'.i° l;JJ f 2, J5Qt文 2

； 。とく 名さんより I. 714PJ 

: <:? 1'1{..ffの紛より 34.07おPl

（.設；r，＇場iiJj-・一一」ti海銀行i(IJi 

: J,li. 山山相互銀行的J(J,li.新

ll l WIJ ~i:Jil~泊 ：.k:J,li. 切i 11 lllJ ,,, 

リ史民IぬがIJ(1iJr. 大家lu~ 京協 ： 

lriJ*llイ？． ｝；（崎浦漁業thliJriJ *-ll {:-

あさひ；j［小・ 6＇~ Jえび別館， I化！：.•，

~r. 一休． 有機． 山崎鉱J込． ： 

奇 人；黙食吹）

； 。栄町上杉古.ii：さんよ り亡父 ： ． 

作之助さんの!Jt:fをのため．行 ・ま

典jgしの一郎を 100. 00011 I ；ち
－~ <:? i白 米間三和 rさんよリ 約件 ：の

; 物潟村｝＇金を :i, ZtioJI J －~ 2 
; OJ.IU:r:型f 脇山猫松さんより J脱 ；乞

； 兄弟の50回以 ！.l.'<7)7 (!ti忌の ；λ 
； i峨のためにと 30. 00011 J ：。

この 日ti.五月晴れの気持のよい

好天で． 5年生31名が． 午前10時過

ぎに学校図前に慾例し，問中日二先

生から悶制の註意を説明 して もらい

凶ん1%に入って．いっしょうけんダ〉

いに経路早生の首をキiii.えま した。

校合の南側にある学校図Liliti梢 5

アールで．毎年 5年生が中心となっ

て悶M.えから稲刈リまで．水日lの告：

舟．を行っていますが司同校では.ug 

和25年から．子供たちにま1け，，.の大切

さと J彬さを身につけ てもらうと とも

に． 「絡のつくリと発芽J 「刷物の

つくリと成長」と いう理科の実地学

科と して．学校聞での体験'7：留を続

けています。

さて. ~x.般は 9 Jl」・.'i1Jの.（－定です

が． 240kgの収討を見込み.-;%Li 

全校生徒で祝う t~ 業主モに fit川するほ

か．児1~（ 会｜χIi1r-の購入＇l＇（にムてるた

め農協に版光することになっています。

この目 、 初！日町内の・l~~~iifr·に今必．

析 し く ~:t~減 した お人を lJi}J ます J.k;いを

闘ftl1'; hi:センターでm1さま したc

:111！（， したのは． 臼 W:MtW白ーr'.i~；ヵ・

ら17t.. ・,;;; 1 IJ ,flJTt:J民ii"i(I Ji l~ iか ら 1

r . . 加I ~泰司法行政占 i： ・J·~務所から l

f，の；lf19 r.で全員が女ti：でし た。

！ぬます.!,Rいでl止、 －！1＝曲.：t町長.li'l;JI:・

.（~. i I~職安桁i持’ffが 「健康第一に 初，む

を1・r倣し．母i1*っ

てく ださ~ ＇ J と激

励の言葉を述べら

itました。

そのあ と．町の

人しlや公共施設の

械聖書説明があった

あと、峨山からJ・.

の山をへて山崎海

；.；~までのノ、イキ ン

グを行~'. ・：：・；崎j保

山でタラii・を食べ

るなど楽しく 一 日

をj!!!Jごしました。

4月21日～5月20日

.頑張ってくださいと町長

5月8日
新就職者告勘ます集い開〈

まちのうごき まちのうごき

::::i-ぜ ℃r;=r-..... .- 事件付村村村幸村村村材料袋

5月9日 ；電話；.... 泌を 4 ・: : 
大家庄小学校で田植 ： 忌通FJZ、τて ：鹿熊安正氏 : 

圃凶’F明日.，悩 t藍綬褒章を受賞 : 
園田 i 、l司・胡邑 帯 。骨四・・・監 ．γ '; 『司司‘R電？守主 載。 。骨
~ ' ;r  『 ， ~ 4・ .......... 34年グ】初当~ 4砂
u・・・・，¥. I 骨 ／司F司‘

企安全運~；－＝－~ィ遷勘｜こ協力を や ＇ ~ ，、． 以来．ニの4月 ~~ 
ェ μ ‘ 昏 で 7j怠をよ長た し． ; 

5月10日 ：： 千 ；’ 県議会活動を通 工
，、，〆；a』 じI也）j1:i if;.公 キ

空きかんを捨てないで 帝 人－－1
4・ ~， ~＇＜の 九•； ftl: Jlrj Uニ ＃ 

4・ － .持
II Hからの存の全国交辿安全通勤 申 尽 くした功績で受抗 されました。 ヱ

4・
に先がけ.・：：・；曲みの検問Ji片的て’． 日 <II• ・＇.付 帯

州制1劫 の女子従業はの協力で ま草野久也氏 : 
交通安全ビラとともに fセカんを治 ？置県百年特別表彰に：
てないで」とビニール針削しま 二一 一 ー・・ 手
した。 ＋ ，問、 土

一一一 一一－’’γ可阿I問l• ~· E午 よ司 1、.~!!f さんは． 土
圃園圃 fl~~J 明 t 111 ~~ 《
．圃~ I ・:::111 <Ii• U 」ιE

側d・喧F・，ー ‘....... _ I !jll <II• 、ア....,{ 初＇Jf＼：院i主として ＃ 
mJI' - －－ー イF竺』・冨；Jr.・・4・ <Ii•~. ＂ ＂＂＇－ a待問量可・・圃・・.. ，咽邑沼市司 骨 ・E • 今 LIのrli1(~1~院 キ

岨臨調・・・画面~ ；~ ‘Z , の時を築いた ：~ 
re-可F’聞・・・・固 ま J)Ji.1'iによ り交抗されました。 ヱ
量 、 ーヨピー2司唄聞・・園 長官キ辛辛辛料中村幸村幸争辛料幸村総

.初会合の20人蚕員会

5月13日
観光を考える20人委員会聞かる

ll/.光 を巧える20人委ii会の初会｛＇；－

がJoi］日伎町rMM：センターでllFIカ.j t. 

委HUにみ；村側IJr, L ¥:. ioilJ委 HI~に 水

品縄L＼：を；~びま し た。

1也の委w.；次のillりです。

1I1 Jt:勝（26)• lllJ)Jll夜il:(22）.竹

谷捻 （27），時1:11久夫 （27 ) • .f火山正美

( 22）.；進ilur二（39）.越ll:l手IJ.l＜、総（31 ). 

畑良造（35),J ·J.＇； .~： （・（33 ）.竹内俊正

(36), .t;MJ也充総（43）.大村J'l¥9}(45), 

南茂克（46），水野忠明（49),IJ!flJIL、の

(65). {J,:j'苦情11(49)• .f公什山一／j_(63）.家
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5月68
宮崎小学校児童が清掃奉仕

）；（由.：i小’＇｛：校で！.i 6 l:lに 「（業らの減

illをさ J.tL、にしよう J と全校生徒95

r. が． 減山山 ffi まで歩いて笠り i'~iM

本U：を しました。

城山は， ゴールデン ウィークのWl

lllJY:• に ． 多 くの行楽客が訪れ. ~さ

れ；やごみなどで汚れるため．同校で

!Hf年.i主体カ、終わってから，i合M
泰｛土を行っていま

す。

午前9時前に徒

歩で竿校を出発し．

10時ttiに山肢に歪IJ

-1'1＇。一時間余リか

けて．空き析やご

み会拾ったリ．ほ

うきでねい、てき J.t

L、にしたあ と， －＇＂

の山子；I也てイ主食を

食べました。

Ji!・川新出身で大阪でフグ料理店を

経営し ておられる背柳政こさんが税

財を寄付して建設が進めら札ている

財団法人ru河豚（~ 、つぷ〈 ）美術館」

の上隙祭が行われま した。

，建設場所ti同指定の史跡．不動堂

遺跡の北側隣接地てス 敷地！i約 6r・ 
、f".}j1；；：で庭l剣形式の池の中｛ニ建てら

れ．完成すれば池にかかる45 ： ~ の伐

をillって人館する二 とになります。

他物li鉄筋 2階，inで延べ49お.19・1<

hいてス 1 附ヵ、JJ~.f:指定． ロビー．講

堂． 21；皆が｛応j、引になります。

建築・tvは8.500 Jj jljで.8月10l:lに

オープンきJL. I五I:i(. lf!:婆文化財ク・

ラスの美術品を合む.148点の陶総総

やHト輸． びょうぶらどが反ぶされる

よとになゥています。

4月27日
百河豚美術館が上様式

Vピラミッドのよう主主宝形屋根の美術館
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昭和55年の凶勢調ftでIi. 例日町 f
の総人口を年目除別にみると． （）～ 14 ( 

殺人LI （以ド「年少人U」という ） ） 
は．総人Uに付して20.6%. 15～64 ;, 

歳入LI （以下 r'I：旅情人山とい〉

う）は65.6%.651夜以上人［J（以下 ~ 

「老年人口」 とい’i)l.:tl4.2%を自ら

めています。 ~ 

この人lI時別 31.>Z仰·，Iii!{~ を j白（
Lと比較すると. :I ＼ ’＇＇·咋判I~ 卜や都 （ 
dil剖への人l1 ;1iu 1 1 字によ I）•年少人 ? 
I lペバ竹本州？人ll のjヒ ：b'1 ' !J~ I；し． 2 ＂.：！＿~ 
在if.人LI比咋¥fj. y比例代卜約）タ

r ・ 1、＇ .,_¥ 空t い~ として . ll何千ll:l5tj＇.の 7.6%かり ) : - ・ 

20｛陥のU£{.fll55Wには14.'L"o ':: f'.J 2 ). ，，，’ Lぶ哩
f;y（こしなりました。 ~ ' eτ， 

Jt,(・ も t~r しい II（｛千1157 什．の山 lI JI），~人 l I ¥ 

札 ii・調作（附1157年!OJIl ll.fJl(I:) ~ 
でlム 肝人LIJヒ仰15.0%で.v.~ ~ 
l、で5制 lこρi<. ~~Vh：比べ約 5 （ 
1f・－会｜五｜に比べ約10.:rL 111・ ＜ε併化 f
刈んでいるといわれています。 ( 

老年人口の鎗移 ? 
昭和35年 13人に｜人 ~ 

rfJ(J。。。。。。。。。。ey~
昭和45年 10人tこ1人 ： 。。。。。。。q/Qr:J:' ~ 
昭和55~事 7人に 1人 ( 

。。。。（~i"Qlh··:- 〉ごのペ ー 水い※テ会 日
日 手｜！ 大 I l:i.<I ~-i H起 て 読 キ

年人口比率の推移 国勢調査 ( Ill 当 Y 引 ＝三 日いが ス

《（でl一 朝 日 町 14 2 I ~くき る伝 l苧 にま会 ト 場 時
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